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記者配布資料 
大阪経済記者クラブ会員各位 

「商店街・賑わいプロジェクト」事業 

千林商店街・今市商店街で１００円商店街を開催します 

～４月になっても１００円商店街！～ 
 
 

 【お問合せ先】大阪商工会議所 流通・サービス産業部 

流通担当（松澤・堤） 

Tel：０６－６９４４－６４４０ 

 ３１日および開催当日：０９０－５１５１－８００４ 

 
 
○大阪商工会議所 流通活性化委員会（委員長：山本博史・㈱小倉屋山本社長）は、旭区の

千林商店街振興組合（理事長：西川徹）と今市商店街振興組合（理事長：安田惠三）と

協働し、４月１日の消費増税以降では、大阪市内で初となる１００円商店街を４月５日

（土）に開催する。 

 

○当１００円商店街では、「４月になっても１００円商店街！」をキャッチコピーとし、 

商店街内１８０店舗以上のお店が、お買い得でユニークな１００円ポッキリ商品（内税）

を販売することで、消費増税による停滞ムードを払拭させ、消費マインドの盛り上げを

目指す。その一環として、同キャッチコピーを記載した看板（縦９０センチ×横１８０

センチ）を商店街内に掲げる。 

 

○また、店頭でお店の自慢の商品をセリ形式で販売する「まちセリ」や中央区の黒門市場

や枚方市の宮之阪中央商店街の店舗が応援出店する「１００円応援商店街」、買い物客の

回遊を目指した「移動１００円ショップ」、紙芝居や輪投げはじめとする家族向けのアト

ラクションが楽しめる「１００円今市キッズランド」なども併催する。 

 

○大阪商工会議所では、「商店街・賑わいプロジェクト」の一環として、「１００円商店街」

の普及・推進に取り組んでいる。平成２２年４月から大阪市内２０地域５０商店街（実

数）でのべ１３４回開催しており、今後も引き続き各地で開催を予定している。 
   今後の開催予定： 

４月２６日（土） 京橋中央商店街（振）、新京橋商店街（振）（都島区）【１７回目】 

５月１０日（土） 文の里商店街（協）（阿倍野区）【８回目】 

＜参考＞１００円商店街とは： 

商店街の各店が選り抜きの１００円商品を用意し商店街全体をひとつの１００円ショップに見 

立てる商店街活性化事業。平成１６年に山形県新庄市で始まり、現在１１０以上の市町村で 

実施されている。 

                              以 上 
添付資料：（資料１）「４月になっても１００円商店街」ＰＲ看板の設置について 
     千林・今市商店街「１００円商店街」のＰＲちらし 

 

★本資料のデータは、大阪商工会議所の「商店街・賑わいプロジェクト」ホームページ

（http://www.osaka.cci.or.jp/nigiwai/）の「報道発表資料」にも掲載 



         「商店街・賑わいプロジェクト」事業 

「４月になっても１００円商店街」ＰＲ看板の設置について 
 

１．趣旨：消費増税による停滞ムードを払拭し、消費マインドの盛り上げを図るため、「４月に 
なっても１００円商店街」をキャッチコピーとした看板を作成し、商店街内に掲示す 
る。 

 
２．看板イメージ： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．看板詳細： 
   ①キャッチコピー：「４月になっても１００円商店街」 

   ②サイズ：縦９０センチ×横１８０センチ 
   ③設置開始予定：４月４日（金）夕方（前日） 

 
４．設置場所および設置イメージ： 

設置場所：商店街中ほど、花幸タオル向かいの壁面アートの角 

        （千林商店街と京かい道商店街の交差点） 

   設置イメージ： 

 

 

 
 
     
 
 
 
             他の事業での看板設置例（今回は抽選会はありません） 
 
 

                                以 上 

資料１ 
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